「教育ファームに係る情報のデータベース化情報票」

多くの国民が容易に教育ファームを選択し、農林漁業体験への参加が可能となるよう、全国の教育ファームの情報を把握して、農林水産省のホームページに掲載して、広く周知しています。
以下の設問にご回答頂いた情報を基に、農林水産省ホームページに掲載いたしますので、以下の【送付先】あてにＥ-mail又はファクシミリ又は郵送で送付してください。（特に、ファクシミリ又は郵送での送付の場合は、行き違いのないよう電話等でご一報頂けますと幸いです。）
なお、掲載する情報は一部となりますので、設問の最後に、掲載予定の項目についての掲載の可否をお尋ねしますので、あわせてご回答いただきますよう、重ねてお願い申し上げます。

【送付先】

農林水産省 消費・安全局 消費者情報官（担当：教育ファーム推進担当）
〒100-8950 東京都千代田区霞ヶ関1-2-1
TEL：03-3502-8111（内線4601）FAX：03-5512-2293　
E-mail：taiken@nm.maff.go.jp
Ⅰ.　概要　
	■１．体験施設等の名称（個人の場合は〇〇農園、圃場を所有しない場合は所属団体名などを記入）

	フリガナ



	□２．代表者名

	フリガナ
（氏名）
	（役職）


	□３．担当者名（代表者と同一の場合は「同上」と記入）

	フリガナ

（氏名）
	（役職）

	■４．連絡先　所在地　〒（　　　　　－　　　　　）　都道府県名（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　
*設問４〜７の回答は、農林水産省ホームページでは、一般の方などからの問合せ先となる予定です。

	■５．電話番号（市外局番から）
	■６．ＦＡＸ番号（市外局番から）


	■７．Ｅ-mail
	■８．ホームページのURL



	■９．圃場への交通アクセス（＊専用の圃場を保有していない場合は、設問４の連絡先等への交通アクセスを記入）
・公共交通機関の場合（例：〇〇線△△駅より徒歩約○分）

・自動車利用の場合（例：最寄りインターチェンジなどより約○分）

■９－１　駐車場の有無　　　　　1.　ある（　　　　　　台分）　　　　2.　ない

	■１０．実施主体
1．行政機関　　2．JA　　 　3．生産者　4．NPO・市民団体　　5．保育園・幼稚園

6．小・中学校　7．高校　　 8．大学　　9．企業　　      　10．農業法人　
11.農業大学校　12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	□１１.設立趣旨など（団体について記入）



	

	■１２．農林漁業体験の１日あたり参加者受入れ可能人数（該当する人数に○）　
1. 〜15人　　2. 〜20人　　3. 〜30人　　4. 〜40人　　5. 〜50人　　6. 〜100人　　7. 100人以上
□年間の体験実施回数（平成25年度見込み）　　　　　　　　回
□１２－１　教育ファーム実績
開始年度：昭和・平成                    年　　　　　　　　　　　　　
平成24年度実績　（年間のべ）　　　 　　回   (年間のべ受入れ人数)　　　　　　　　人

	■１３．体験の実施時期
　　1.通年で実施している　　　2.実施時期を限定している　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＊限定している場合は、次の設問にもご回答ください。）
■１３－１　実施時期（該当する月すべてに〇）
1月　2月　3月　4月　5月　6月　7月　8月　9月　10月　11月　12月

	■１４.　参加対象（該当するものすべてに〇）
　　1. 未就学児　 　2.小学生（１・２年生）　　3.小学生（３・４年生）　　4. 小学生（５・６年生）
　5.中学生　　　　6．高校生　　 　7.大学生　　　8.大人（60歳まで）　　　　9.大人（60歳以上）

　 10. 親子        11.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	■１５．小学生の体験
　　1.学校・学年単位で受入れ・体験をしている　　　2.学校・学年単位で受入れ・体験はしていない

（＊受入れ・体験をしている場合は、次の設問にもご回答ください。）
　■１５－１　受入れ・体験をしている学年と圃場の場所（該当するものすべてに〇）
圃場の場所
１年生
２年生
３年生
４年生
５年生
６年生
学校内

徒歩圏

徒歩圏外

■１５－２　出張対応　　　　　　　1．可　　　　　　　　2．不可

	■１６．受入れ対象地域
　　1.全国どこでも　　　　　　　2.地域を限定（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	■１７.　体験の参加費
　　1.無料　　　　　　　　　2.有料
（＊有料の場合は、次の設問にもご回答ください。）
　□１７－１　１回１人あたりの参加費（１つに〇。複数該当する場合は最も多いものに〇。）
　　1．〜500円　　　2.〜1000円　　　3.〜1500円　　　4.1500円以上

　　5. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（＊年間体験コースの場合は、次の設問にもご回答ください。）
□１７－２　年間コースで徴収している場合の徴収回数と参加費（複数のものがある場合は最も多いものを記入）
　　　年間　　　　　　　　　　回　、合計　　　　　　　　　円

	■１８.　体験時の保険加入（加入の仕方は問いません。）
　　1.加入している　　　　　　　　2.加入していない

　　　　（＊加入している場合は、次の設問にもご回答ください。）
■１８－１　加入している保険（該当するものすべてに〇）
　　　1.傷害保険　　　　　　　2.賠償責任保険　　　　　3.イベント保険
4.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	□１９．参加者の募集方法（該当するものすべてに〇）
　　1.チラシ　　2.広報誌　　3.雑誌　　　4.新聞　　　5.ポスター　

6.メール・メールマガジン　　　7.学校からのおたより　　　　　8.ホームページ（団体等）

9.口コミ　　　　　　　　10.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


Ⅲ.　体験施設等について

	■２０．圃場の面積（農林漁業体験用総面積）
　　1．〜100㎡　　　　2．〜500㎡　　　3.　〜1000㎡　　4. 1000㎡以上

□２０－１　参加グループごとに区画で割り当てている場合は、その一区画面積と区画数
一区画面積（　　　　　　　㎡）　　　　区画数　（　　　　　　　　）

	■２１．トイレ（あるものにすべて〇）
　　1．仮設　　　　　2.　常設　　　3．公衆      4．その他（　　　　　　　　　）

	■２２．上水道設備
　　1. ある　　　　　　　 2．ない　　　　　　　3.他の施設の設備借用（施設名　　　　　　　　　　）

	■２３．調理設備
　　1．施設内にある　　　　　 2．施設内にはない
（＊借りる施設がある場合は、次の設問にもご回答ください。）
■２３－１　調理体験を行う場合に借りる施設
1．学校　　　　　2.　公民館　　　3．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	□２４．貸与する備品等（該当するものすべてに〇）
　 1．長ぐつ　　2. 軍手　　3．帽子　　4．作業着　　5.雨具　　6.その他（　　　　　　　　　　　）


Ⅳ．体験内容について

	■２５．体験対象作物（該当するものすべてに〇）
　　1.イネ　　　2.野菜　　　3.イモ　　　4.ダイズ　　5.そば　　6.果樹　　7.酪農　　8.畜産
　　9.きのこ・山菜　　10.水産関係（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
11.その他（      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	■２６.　体験内容（該当するものすべてに〇）
　　1.土づくり　　2.植え付け　　3.栽培管理（草取りを含む）　　4.収穫　　5.飼育管理　　6. 搾乳
　　7. 生き物調査　　　8.調理（一般的なもの）  　9.調理（保存食･伝統食作り）
11.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
※「 8.調理（一般的なもの）」又は「 9.調理（保存食･伝統食作り）」に○を記入した場合は、
次の設問２７に具体的な調理品をご記入願います。

	■２７．収穫した作物を使った食体験・農業・農村文化体験内容（該当するものすべてに〇）
　　1.炊飯　　　2.もちつき　　　3.豆腐・納豆づくり　　　4.みそづくり　　　5.そば・うどん打ち

　　6.漬物づくり　　7.こんにゃくづくり　　8.ピザつくり　　9.チーズ・バターづくり
10.伝統食づくり（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
11.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	□２８．参加者アンケート（該当するものすべてに〇）
　　1.体験前に実施（主な内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　2.体験後に実施（主な内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　3.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　4.実施していない


✩これより先の設問は、教育ファーム推進の検討のためにお尋ねするもので、個々の団体のご回答内容は掲載いたしません。引き続きご回答をよろしくお願いいたします。
Ⅴ.運営体制について

	□２９.　指導者数【スタッフは含まない】（該当するもの１つに〇）
　　1. 1人　　　2. 2人　　　 3. 3人　　  4. 4人　　　5. 5人以上

	□３０．取組みの運営人数【指導者、スタッフの総数】（該当するもの１つに〇。複数該当する場合は最も多い場合のものに〇）
1.〜5人　　2.〜10人　　3.〜15人　　4.15人以上

	□３１.　指導者、スタッフの研修
　　1.行っている　　　2.行っていない
（＊行っている場合は、次の設問にもご回答ください。）
　□３１－１．研修の内容
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	□３２.　安全対策マニュアル（安全対策チェックシートなどを含む）

　　 1.　作成している　　　 2. 作成していない


Ⅵ.他組織との連携状況について

	□３３．　連携・協力している組織（該当するものすべてに〇）
　　1.行政機関　　　2.JA　　　3.NPO・市民団体　　4.保育園・幼稚園　　5.小・中学校

　　6.高校　　　7.大学　　8.企業　　　9.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ⅷ.補助金・交付金の利用について
	□３４．利用している補助金、交付金（該当するものすべてに〇）
　1．行政からの補助金、交付金　　

2. 企業からの協賛金・基金

＊基金等があれば、その基金名や出資元（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
3．なし


Ⅸ.調理体験の安全対策について

	□３５. 実行していること（該当するものすべてに〇）
　1.調理前の手洗い　　　2.調理器具の衛生管理　　3.食品の加熱処理　　
4.アルコール消毒手指消毒剤の用意　　5.体験者のアレルギー有無の事前確認
6.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


Ⅹ.労務について
	□３６．指導者・スタッフの作業記録をつけていますか。
　　1．はい　　　　2. いいえ

	□３７．指導者・スタッフに労賃を支給していますか。
　　1．はい　　　　2. いいえ


□これまでの設問以外で、特徴的なことや特別なことがあればご記入ください。
	


設問は以上です。たくさんの設問にご回答いただきありがとうございました。
【お願い】　調査票をお送り頂く前に

＊設問１～28のうち、番号の前に 「■」を付けた設問については、記入した回答内容を農林水産省ホームページに掲載することに

□同意します　　　　

□一部の項目を除き同意します

（掲載を希望しない設問番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□同意しません　　　　　※いずれかの□に必ずチェック✓を入れてください
（同意いただいたものの中でも、項目により掲載しない場合がありますので、ご承知おき願います。）
農林水産省ホームページへ掲載する項目は、番号の前に■のある設問です。掲載を希望しない回答がある場合は、設問の最後にその番号をご記入願います。





Ⅱ．参加者の受入れ
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